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仕組みの構築
�・地域環境と地場産業の特性
�・効果の評価と反映�
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日本有数の豊かな生物多様性＝日本のヘソ�
�1）生物相の重複地域（伊勢ー若狭線）�
�2）東海湖、「古木曽川」の連続性�
�3）多様な水環境：�
����三大河、沖積平野、扇状地（湧水域）�
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●多くの氾濫原環境
●輪中内新田：堀田�

●三川分離改修
●堤内：堀田環境�

●最小の淡水域�

★分断化＝孤立化の促進�

縄文海進
（約6000年前）�

�江戸時代初期�

混沌とした河道�
揖斐川�

長良川�

木曽川�

海進、海退�

河川の自律伸張�

★生物のランダム交流�

●低水路化
●乾田化�

木曽川�

イタセンパラ�
ǃ�
ť�
��
]�

���
��

ùędňȚȤȦ�ƪ³�ɞý�țŮ���ɟ�

ǵǵǵǵɮĊ÷ĨĠțĨ¤]³o�

YǑǔ�

濃尾平野�
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氾濫を繰り返し、濃尾平野は拡張
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（Li and Durbin 2011: Nature） model�
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土砂堆積�

明治三川分流�

築堤河川：
生息域の維持�

上流出水�

外鰓内の仔魚�

Pacioglu, 2010�
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イタセンパラ（固有種 ・年魚 ・国指定天然記念物）��
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30.6-36.2 km�

Ǳ木曽川は、川幅の広い河道内で、現在でも原生的な氾濫原機
能を持ち、多様な特性をもつワンド・たまり（ǒǔǏǒ�ǔǑǏǘǩǪ区間で
約ǑǕǐ個）を形成。�
ǲその環境特性に依存したイタセンパラに象徴される生物多様
性が豊かに残るが、その豊かさは縮退。�

新規の中洲�

左岸ワンド群 
（東加賀野井）�
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�ワンド同士の接続水域��
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常に未生息な水域（n=55） 

以前生息していたがH30は生息して
いない水域（n=10） 
H30.10月に初めて生息が確認され
た水域（n=16） 
常に生息する水域（n=22） 
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孤立性の
高い水域

連結性の
高い水域

　　　　　　　　　第一主成分（44.6%）  
（水域の開口: 0.83, 接続水域数: 0.77, 面積: 0.77, 流速: 0.65, 水深: 0.43 

各水域の物理環境とイタセンパラ（n=38）の生息の有無との関係 
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・岸辺に多くの糞が見られる。
・岸辺に多くの貝殻が散乱している。

・物理環境の悪化のみならず、

��直接的な食害を受けている！！�
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Knowl. Manag. Aquat. Ecosyst. 2020, 421, 37!
S. Nagayama et al., Common coypu predation on 
unionid mussels and terrestrial plants in an invaded 
Japanese river �
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福島路生、2004

1㎢、84,000グリッドごとの種多様性�
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ǽ交流の分断化Ǿǰ移動制限は生物の適応（多様な環境への生息交流：適地・回避）の縮退を。�
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魚道潜水調査�2018.9.26�
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「清流の国ぎふ」づくり（魚道の点検と維持管理）②

・平成２５年度以降の魚道の点検については、漁業協同組合や県民等を新たに「フィッシュウェイ・サポーター」
に委嘱し、県民と協働で実施する予定です。
･点検結果を踏まえ、H２４～２８の５ヵ年で、優先度の高い河川から順次土砂撤去や改修を実施します。

坂内川

坂内川（揖斐川町）

【Ａ(現状で良好) の例】

大安寺川

大安寺川（各務原市）

【Ｂ(経過を観察) の例】

土砂堆積が進んでいる

高波川

高波川（恵那市）

【Ｃ(調査・改善・改修を要する) の例】

土砂堆積、魚道の破損
により魚類の移動が困難

平成２４年度点検結果
評価 魚道箇所数

Ａ
現状で良好

１２１(１４２)

Ｂ
経過を観察

２３９(２５８)

Ｃ
調査・改善・改修を要する

２５３(２７３)

計 ６１３(６７３)
※（ ）内：許可工作物（河川管理者の許可を受けてつくられた工作物）を含む数

【魚道点検結果】

【今後の方針】

点検状況
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国交省資料2021.4�

◉20世紀末比で21世紀末には、降雨量が1．1倍、洪水発生頻度2倍と試算�
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◉時間50mm以上の降雨回数は、30年前と比して1.4倍に増加�
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